
Women’ｓ health領域における富士フイルムの技術のあゆみ 
富士フイルムグループは、多様かつ最先端の技術で、長年にわたり女性の健康をサポートする画像診断領域を牽引してきました。
これからも革新的な技術で女性の健康をサポートしていきます。
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医療用超音波診断装置
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リアルタイムBモード
超音波診断装置
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電子コンベックスプローブ
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(Computed Radiography)
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マンモグラフィ専用フイルム

Bモード乳腺超音波診断装置

「REiLI」は、ヒトとAIの共創、AIとAIの共創によって医療従事者
に新たな価値を提供する富士フイルムのAI技術ブランドです。
富士フイルムがこれまで培ってきた画像処理技術と、AI技術を
組み合わせることで、画像診断における医師の診断支援やワーク
フローの効率化を実現し、 より良い医療の実現を目指していきます。
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医療用X線フイルム

超電導 Open MRI装置

512素子の検出器を採用した
前腕用骨密度測定装置

50μm FPD   
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永久磁石 MRI装置
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1988
X線回析法単色化を用いた
前腕用骨密度測定装置

2013
X線検出感度を向上した
ヘキサゴナルパネル(当社旧機種比)
 

2モードトモシンセシス
デジタルマンモグラフィ
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Real-time Tissue Elastography (RTE) 
Real-time Virtual Sonography (RVS)
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50μm CR

2022
DeepInsight技術
(AIデノイズ技術活用）  ※1 ※2 

  Screening
AI技術を活用して開発した
乳房超音波検査支援機能 ※2

※1 画質処理開発において AI 技術を使用した DeepInsight 技術は、膨大な情報から必要な情報のみを抽出し、
 ノイズに埋もれていた微細な組織や複雑な組織構造をより明瞭に表現することが可能となりました。
※2 AI技術のひとつである機械学習もしくはDeep Learningを用いて開発・設計したものです。
 実装後に自動的に装置の性能・精度は変化することはありません。
※3  ポジショニングに関する大胸筋と乳頭位置の基準点の抽出は、AI技術の一つであるディープラーニングを用いて設計。
 導入後に自動的にシステムの性能や精度が変化することはありません。 
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AI技術を活用して開発した
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ポジショニング解析 ※3

… マンモグラフィ

… 超音波診断装置

… MRIシステム

… 骨密度測定装置

超音波３次元表示法
（VOLモード）
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永久磁石 Open MRI装置

1991
X線ファンビームを用いた
全身用骨密度測定装置

デジタルマンモグラフィ CAD

Fit-sweet圧迫版 (2013)
圧迫自動減圧制御 
Comfort Comp (2017)

画像処理技術 
ISR:逐次近似再構成処理
FSC:微細構造詳明化処理
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2012
楕円ボア超電導MRI装置 

World’s First（世界初）：各製品リリース時。 当社調べ


